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ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
の
た
め 

は
や
く
少
人
数
学
級
に
！ 

全
教
北
九
州
は
毎
年
も
、
ゆ
き
と
ど
い
た

教
育
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
全
国
教
育
署
名

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
全
国
署
名
は
、
３

０
年
前
に
「
３
０
０
０
万
署
名
」
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
、
こ
れ
ま
で
に
４
億
５
千
万
を
こ

え
る
署
名
を
集
め
、
教
育
条
件
整
備
を
実
現

さ
せ
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

少
人
数
学
級
実
現
は
、
正
規
教
員 

を
増
し
て
の
実
施
を
！ 

北
九
州
市
で
は
、
保
護
者
や
地
域
の
願
い

に
応
え
て
、
小
学
校
１
年
、
２
年
、
３
年
、

そ
し
て
、
中
学
校
１
年
で
実
施
さ
れ
、
そ
れ

以
外
の
学
年
で
も
校
長
裁
量
で
の
実
施
が
可

能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
措
置

は
予
算
や
教
員
を
増
や
し
て
行
っ
て
い
る
の

で
は
な
く
、
加
配
要
員
を
流
用
し
て
の
措
置

で
、
逆
に
学
校
の
教
員
不
足
に
拍
車
を
か

け
、
学
校
教
育
・
運
営
に
も
支
障
が
出
て
い

ま
す
。
ま
た
、
多
忙
化
は
教
員
の
長
時
間
勤

務
の
一
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

支
援
学
校
の
設
置
基
準
づ
く
り
も 

国
に
要
求
！

全
教
は
、
国
に
対
し
、
保
護
者
と
も
協
力

し
て
特
別
支
援
学
校
の
「
設
置
基
準
づ
く

り
」
を
要
請
し
て
き
ま
し
た
。 

全
国
と
同
様
に
、
北
九
州
で
も
支
援
学
校

の
児
童
・
生
徒
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
教
室
不
足
が
深
刻
で
す
。
他
の
目

的
の
教
室
を
分
割
し
て
使
用
し
て
い
る
の
が

日
常
の
光
景
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
実
態

の
根
源
は
、
幼
稚
園
か
ら
小
中
、
高
校
、
専

門
學
校
ま
で
す
べ
て
に
あ
る
「
学
校
設
置
基

準
」
が
支
援
学
校
だ
け
に
な
い
か
ら
で
す
。 

ま
た
、
児
童
・
生
徒
の
増
加
に
伴
い
、
教

職
員
の
数
も
増
え
て
い
ま
す
。
職
員
室
に
マ

イ
ク
が
必
要
と
い
う
笑
え
な
い
現
状
の
学
校

も
あ
る
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
深
刻
な
の
が
教

員
の
約
３
分
の
１
が
非
正
規
と
い
う
問
題
で

す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
全
教
北
九
州

は
早
く
か
ら
改
善
の
要
求
を
行
っ
て
い
ま

す
。今

の
支
援
学
級
編
成
基
準 

一
学
級
８
人
は
、
多
す
ぎ
ま
す
！

 

支
援
学
級
在
籍
児
童
・
生
徒
数
も
増
え
続

け
て
い
ま
す
。
支
援
学
級
に
在
籍
す
る
児

童
・
生
徒
の
状
況
も
多
様
で
、
医
療
的
ケ
ア

が
必
要
な
子
ど
も
や
情
緒
障
害
の
子
ど
も
、

個
別
対
応
が
常
時
必
要
な
子
ど
も
な
ど
実
態

に
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
。
お
の
状
況
の
な

か
、「
支
援
学
級
の
編
成
基
準
が
一
学
級
８
人

で
は
多
す
ぎ
」
と
い
う
声
を
よ
く
き
き
ま

す
。
そ
の
子
ど
も
た
ち
を
一
人
の
担
任
で
多

様
な
指
導
す
る
こ
と
は
、
負
担
も
大
き
く
、

す
で
に
限
界
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

子
ど
も
も
教
職
員
も 

安
心
し
て
学
べ
る
学
校
に
！ 

最
新
の
調
査
で
も
、
日
本
の
教
育
機
関
の

公
財
政
支
出
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
中
最
下
位
で

す
。
せ
め
て
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
並
に
財
政
支
出

を
行
え
ば
、
小
・
中
・
高
校
の
３
５
人
以
下

学
級
や
支
援
学
校
・
学
級
の
問
題
も
改
善
・

実
現
で
き
ま
す
。
長
時
間
勤
務
の
改
善
の
た

め
に
は
、
人
的
配
置
が
必
要
と
い
う
こ
と
は

政
府
や
文
科
省
も
承
知
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
手
を
付
け
な
い
限
り
、
教
員
の
「
働
き
方

改
革
」
な
ど
で
き
る
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。

安
心
し
て
学
べ
る
教
育
環
境
・
条
件
を
進
め

る
た
め
に
、
教
職
員
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
と

協
力
し
て
今
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。 
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ゆきとどいた教育条件整備を前進させるために・・・ 
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のための宣伝・署名活動で早期の実現を！ 
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 「１年単位の変形労働時間制」って何？ 教員の働き方、どうなるの？   

 公的支出が低いのに、教員の奉仕的な働き方で成果もあげ「効率的投資」になっている？！ 
▼
日
本
の
公
財
政
支
出
が

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
で
今
回
も

最
下
位
。
一
方
で
、
家
庭
の

教
育
費
負
担
は
、
加
盟
国
で

も
上
位
。
教
育
較
差
が
拡
大

す
る
の
も
当
た
り
前
だ
。 

▼
さ
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
教

育
・
ス
キ
ル
担
当
の
局
長
は

「
日
本
は
教
育
へ
の
公
的

支
出
が
低
い
の
に
、
成
果
を

あ
げ
て
い
る
」
と
い
う
。
ま

た
、
同
局
長
は
「
日
本
の
教

員
は
、
大
規
模
学
級
を
抱
え

他
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
よ

り
も
長
時
間
勤
務
し
て
い

る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。 

▼
教
員
に
、
残
業
手
当
等
労

働
に
見
合
っ
た
賃
金
を
支

払
え
ば
、
財
政
か
ら
の
教
育

費
負
担
は
増
加
し
、「
ま
た

公
的
財
政
支
出
最
下
位
」
な

ん
て
陰
口
を
言
わ
れ
な
く

て
済
む
の
に
。
そ
れ
に
し
て

も
「
日
本
の
教
員
は
愚
痴
一

つ
言
わ
ず
よ
く
働
く
」
と
、

諸
外
国
の
教
員
か
ら
は
言

わ
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い

も
の
だ
。 

１、民間では実施にあたり高いハードルが！ 

10 月１9 日、「１年単位の変形労働時間制」導入法案が

閣議決定されました。内容は「給特法」の第 5 条の改変（改

悪）です。 

労働基準法（労基法）では、「１年単位の変形労働時間制」

は、労働条件の変更に関わる内容なので、当然労使協定の

締結が必要なのと、制度導入時点で労働者の合意が必要で

す。さらに、繁忙期（特定期間）が始まる 30 日前に、期間

中の「各労働日と労働時間」を定めなければなりません。

そこでも当事者の合意が必要です。⾧い期間にわたる労働

時間の変形を実施するには、それくらい労使の合意、当事

者の意向のくみ上げが法的に必要なのです。 

２、働き方改革の趣旨を逸脱した改悪でしかない！ 

政府は、教員の働き方改革を進めるため、9 月 18 日、勤

務時間を年単位で管理する「変形労働時間制」の導入を柱

とする教職員給与特別措置法（給特法）改正案を閣議決定

しまた。繁忙期の勤務時間の上限を一日 10 時間まで可能

とし、「閑散期」とあわせて平均で一日あたり 8 時間にお

さめる制度です。改正案が成立すれば、自治体の判断で

2021 年 4 月から導入できるようになります。実施にあた

っては、自治体の条例の変更で出来るようになり、当事者

である教員の意思が無視される恐れも指摘されています。

そもそも政府が推進している働き方改革との整合性は 

 

先
日
の
組
合
と
教
育
委
員
会
と
の

「
給
与
改
定
交
渉
」
で
、
組
合
要
求

と
し
て
出
し
て
い
た 

「
児
童
生
徒
の
学
習
保
障
の
観
点
か

ら
、
病
気
休
暇
取
得
単
位
１
日
を
一

時
間
単
位
と
す
る
こ
と
。
で
き
な
い

場
合
は
、
病
休
代
替
の
教
員
を
す
べ

て
の
学
校
に
加
配
す
る
こ
と
」 

に
対
し
、「
一
日
を
原
則
を
原
則
と
す

る
」
と
い
う
冷
た
い
回
答
が
返
っ
て

き
ま
し
た
。 

 

こ
の
話
を
聞
い
て
「
え
っ
！
病
休

は
時
間
単
位
で
と
っ
て
い
る
よ
ね
。」

と
思
っ
た
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。
実

は
こ
の
制
度
、
権
限
移
譲
で
３
年
間

の
経
過
措
置
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い

た
も
の
で
、
来
年
度
か
ら
は
市
職
同

様
一
日
単
位
に
変
更
さ
れ
ま
す
。
全

教
北
九
州
は
、
権
限
移
譲
交
渉
か
ら

毎
年
時
間
単
位
で
の
取
得
を
要
求
し

て
き
ま
し
た
が
、
市
職
と
同
様
の
制

度
と
し
た
い
市
教
委
は
来
年
度
か
ら

一
日
単
位
に
す
る
そ
う
で
す
。 

 

皆
さ
ん
、
一
日
単
位
っ
て
不
便
を

感
じ
ま
せ
ん
か
。
本
当
な
ら
病
気
な

の
で
一
日
家
で
ゆ
っ
く
り
休
養
す
る

の
が
ベ
ス
ト
で
す
が
、
今
の
職
場
の

状
況
を
考
え
た
ら
、「
周
囲
に
迷
惑
を

か
け
る
か
ら
」
と
一
日
休
め
な
い
の

が
現
状
で
は
。 

どうなるのだろう。⾧時間過密労働が、教員の身体を蝕ん

でいる現状のなか、日々の労働時間の削減がその趣旨で

はなかったのでしょうか。人の身体は、「繁忙期」の疲労

を「閑散期」にまとめて回復できるようにはなっていませ

ん。さらに、「繁忙期」の勤務時間の延⾧は、育児、介護・

看護などさまざまな弊害や矛盾を生む原因にもなった

り、年休や振替等がこれまで以上に取りにくくなったり

することも想定され問題だらけの制度です。 

「変形労働時間制」で⾧時間過密労働が解消などでき

ないことは私たち教職員が一番わかっています。学校で

は外国語の教科化、プログラミング教育等新しい仕事が

増えています。また保護者対応も困難を増し時間を取ら

れるようになっています。このような学校の問題や課題

が「変形労働時間制」で解消されるどころか、さらに平日

の⾧時間勤務を固定化し、助⾧につながり、⾧時間過密労

働に拍車をかけることを危惧します。 

３、「変形労働時間制」は導入しないのが一番！ 

 制度が導入されたら大変です。全教北九州・全教も東京

で導入反対の集会や街頭パレードなどの行動を行い、議

会や政府、市民にアピールしています。また反対の署名な

ども行います。「変形労働時間制」は、教職員の勤務・労

働条件に直接影響する身近で重要な制度の変更です。 

この北九州でも、北九州教育委員会等にも反対の意思を

示し、導入を見送らせる取組を進めます。 

来年度から「病気休暇」が取りにくくなるかもしれないんだって！！  


